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運用報告書（全体版） 

オーストラリア好利回り 
３資産バランス＜為替ヘッジあり＞ 

（年２回決算型） 
 

愛称：実りの大地（ヘッジあり） 

 
 

第６期（決算日：2022年９月15日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「オーストラリア好利回り３資産

バランス＜為替ヘッジあり＞（年２回決算型）」は、

去る９月15日に第６期の決算を行いました。ここに

謹んで運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／資産複合 

信 託 期 間 2028年３月15日まで（2020年１月24日設定） 

運 用 方 針 

マッコーリー オーストラリア・ハイインカム債券マザー
ファンド受益証券、マッコーリー オーストラリア高配当株
式マザーファンド受益証券およびマッコーリー オースト
ラリアＲＥＩＴマザーファンド受益証券への投資を通じ
て、主としてオーストラリアの債券、株式および不動産投資
信託証券等に投資を行います。なお、豪ドル預金または円預
金等を活用することがあります。 
債券、株式および不動産投資信託証券への資産配分比率は原
則として40：40：20を維持することを基本とします。なお、
資産配分比率は投資環境等に応じて見直すことがあります。 
投資環境の大幅な悪化が予想される場合には、株式および
不動産投資信託証券の実質組入比率を引き下げる一方、豪
ドル預金または円預金等の組入比率を引き上げ、投資リス
クの抑制を図ります。実質組入外貨建資産については、原則
として為替ヘッジを行い為替変動リスクの低減をはかりま
す。各マザーファンドの運用にあたっては、マッコーリー・
インベストメント・マネジメント・グローバル・リミテッド
に運用指図に関する権限を委託します。 

主 要 運 用 対 象 

ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 

マッコーリー オーストラリア・ハイインカ
ム債券マザーファンド受益証券、マッコー
リー オーストラリア高配当株式マザーファ
ンド受益証券およびマッコーリー オースト
ラリアＲＥＩＴマザーファンド受益証券を
主要投資対象とします。 

マ ッ コ ー リ ー 
オーストラリア・ 
ハイインカム債券 
マザーファンド 

オーストラリアの企業が発行する普通社債、
劣後債および優先証券等を主要投資対象と
します。 

マッコー リ ー 
オーストラリア 
高 配 当 株 式 
マザーファンド 

オーストラリアの株式を主要投資対象とし
ます。 

マッコー リ ー 
オーストラリア 
Ｒ Ｅ Ｉ Ｔ 
マザーファンド 

オーストラリアの不動産投資信託証券を主
要投資対象とします。 

主 な 組 入 制 限 

ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 

株式への実質投資割合に制限を設けません。 
外貨建資産への実質投資割合に制限を設け
ません。 

マ ッ コ ー リ ー 
オーストラリア・ 
ハイインカム債券 
マザーファンド 

外貨建資産への投資割合に制限を設けません。 

マッコー リ ー 
オーストラリア 
高 配 当 株 式 
マザーファンド 

株式への投資割合に制限を設けません。 
外貨建資産への投資割合に制限を設けません。 

マッコー リ ー 
オーストラリア 
Ｒ Ｅ Ｉ Ｔ 
マザーファンド 

外貨建資産への投資割合に制限を設けません。 

分 配 方 針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評価益を含みま
す。）等の全額を分配対象額とし、分配金額は、基準価額水
準、市況動向等を勘案して委託会社が決定します。ただし、
分配対象収益が少額の場合には分配を行わないことがあり
ます。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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オーストラリア好利回り３資産バランス＜為替ヘッジあり＞（年２回決算型）

「マッコーリー」の商標は、マッコーリー・グループ・リミテッドからのライセンスに基づき利用しています。 
Macquarie Bank Limited（以下「MBL」といいます）を除き、当資料に言及しているマッコーリー並びにマッコーリー関
連会社は何れも1959年銀行法（オーストラリア連邦）上の預金受入機関として認可されておらず、これらの法人の負債に
はMBLの預金その他の負債は含まれません。別段の記載がない限りMBLは上述の法人の何れに対しても、その負債に関する
保証またはそれ以外の支援提供を行うものではありません。 
 
本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組入比率 

株   式 
先物比率 

債   券 
組入比率 

債   券 
先物比率 

投資信託 
証   券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

２期(2020年９月15日) 8,883 70 1.0 35.7 － 37.7 △0.5 17.3 29 

３期(2021年３月15日) 9,743 65 10.4 38.8 － 38.0 △1.2 18.7 35 

４期(2021年９月15日) 10,503 55 8.4 37.3 － 36.8 △0.8 18.6 68 

５期(2022年３月15日) 10,222 65 △ 2.1 38.3 － 35.7 △0.9 18.1 70 

６期(2022年９月15日) 9,537 40 △ 6.3 32.6 － 38.0 △0.1 16.5 90 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 
（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託証券組

入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 「株式先物比率」、「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 

     

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

2022年３月15日 10,222 － 38.3 － 35.7 △0.9 18.1 

３月末 10,437 2.1 37.2 － 35.7 0.4 18.9 

４月末 10,292 0.7 36.7 － 37.0 △1.5 18.4 

５月末 10,053 △1.7 38.5 － 37.1 △0.4 19.0 

６月末 9,416 △7.9 34.1 － 37.5 △1.5 17.0 

７月末 9,627 △5.8 33.4 － 36.9 △0.9 16.9 

８月末 9,679 △5.3 33.9 － 37.9 △0.5 17.1 

(期  末)        

2022年９月15日 9,577 △6.3 32.6 － 38.0 △0.1 16.5 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託証券組

入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 「株式先物比率」、「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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オーストラリア好利回り３資産バランス＜為替ヘッジあり＞（年２回決算型）

 運用経過 
第６期：2022年３月16日～2022年９月15日 

当期中の基準価額等の推移について 
 
基準価額等の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。 

※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。 

第 ６ 期 首 10,222円 
第 ６ 期 末 9,537円 
既払分配金 40円 
騰 落 率 －6.3％ 

（分配金再投資ベース） 

 

オーストラリア好利回り３資産バランス＜為替ヘッジあり＞（年２回決算型）
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オーストラリア好利回り３資産バランス＜為替ヘッジあり＞（年２回決算型）

 
 
 
 
 
 
 
基準価額の主な変動要因 

 
 
 
 
 
 
 

組入ファンド  騰落率  組入比率（対純資産総額) 

マッコーリー オーストラリア・ハイインカム債券マザーファンド  9.7％  39.7％ 

マッコーリー オーストラリアＲＥＩＴマザーファンド  －1.7％  17.0％ 

マッコーリー オーストラリア高配当株式マザーファンド  9.7％  34.2％ 

 
 
 

 

基準価額は期首に比べ6.3％（分配金再投資ベース）の下落とな
りました。 

基準価額の動き 

オーストラリアの債券市況、株式市況及びリート市況が下落し
たことなどがマイナス要因となりました。 

下落要因 

オーストラリア好利回り３資産バランス＜為替ヘッジあり＞（年２回決算型）

― 3 ―

02_コメント-費用-TER_10pt_933142.indd   302_コメント-費用-TER_10pt_933142.indd   3 2022/10/26   19:18:062022/10/26   19:18:06



6 

オーストラリア好利回り３資産バランス＜為替ヘッジあり＞（年２回決算型）

 
投資環境について 

 
株式市況 
オーストラリア株式市況は下落しました。 
期初から2022年６月にかけては、中国で
の都市封鎖や各国中央銀行の金融引き締
め加速への警戒感などを背景に景気後退
懸念が高まったことなどから下落しまし
た。その後は、オーストラリアや米国な
どの一部経済指標でインフレの鈍化が見
られたことなどから上昇しました。 
 
債券市況 
オーストラリアの社債市況は下落しまし
た。 
債券市場では、豪州準備銀行（ＲＢＡ）

が利上げを行ったこと等から、オースト
ラリアの金利は上昇しました。こうした
環境下、オーストラリアの金利が上昇し
たこと等がマイナス要因となり、社債市
況は下落しました。 
 
オーストラリアＲＥＩＴ市況 
オーストラリアＲＥＩＴ市況は下落しま
した。 
米国やオーストラリアでの金融引き締め
策により、景気悪化懸念などが意識され 
たことなどが背景です。また倉庫需要が
減退していること等への警戒感も、投資
家心理を慎重な姿勢へと変化させました。 

 
 
当該投資信託のポートフォリオについて 

 
オーストラリア好利回り３資産バラ
ンス＜為替ヘッジあり＞（年２回決
算型） 
期初は、債券、株式およびリートに対す
る資産配分比率は、40：40：20の基本
配分比率としていました。 
その後、世界的な景気減速への懸念など
を受け、2022年６月15日に資産配分比
率の見直しを行い、投資リスクの抑制を
はかりました。 
以降の資産配分は、債券：株式：リート

=40：35：17.5を目標とし、運用を行い
ました。 
実質組入外貨建資産については為替ヘッ
ジを行い、為替変動リスクの低減をはか
りました。 
 
マッコーリー オーストラリア高配
当株式マザーファンド 
銘柄選定にあたっては、健全な財務体質
を有し、高い競争優位性や強固なキャッ
シュフローにより高い配当利回りが期待

第６期：2022年３月16日～2022年９月15日

オーストラリア好利回り３資産バランス＜為替ヘッジあり＞（年２回決算型）
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オーストラリア好利回り３資産バランス＜為替ヘッジあり＞（年２回決算型）

される銘柄の組み入れを行い、組入比率
は高位を維持しました。 
銘柄入替では、高い配当利回りと安定し
た利益成長が見込まれると判断したこと
などからSMARTGROUP CORP LTDな
どを新規に組み入れました。一方で、金
利上昇が事業環境に悪影響を及ぼすと判
断したことなどからBRICKWORKS LTD
などを全株売却しました。 
 
マッコーリー オーストラリア・ハ
イインカム債券マザーファンド 
オーストラリアの企業が発行する普通社
債および劣後債等のハイブリッド証券を
高位に組み入れる運用を行いました。 
豪ドル以外の通貨建て債券等に投資した
場合は、原則として、実質的に豪ドル建
てとなるように外国為替予約取引等を行
っています。 

また、デュレーション（平均回収期間や
金利感応度）調整等のため、債券先物取
引等を利用する場合があります。 
デュレーションについては、2022年８月
末時点において市場平均と比べて長めと
しました。また、債券種別配分について
は、相対的に魅力度が高いと考えられる
ハイブリッド証券を組み入れました。 
 
マッコーリー オーストラリアＲＥ
ＩＴマザーファンド 
ＲＥＩＴへの投資にあたっては、人口動
態分析、マクロ経済分析等のトップダウ
ン・アプローチと、個別銘柄の割安度や
保有資産・業績の分析および資本構造や
経営の質等の分析によるボトムアップ・
アプローチを併用し、銘柄選定を行いま
した。 

オーストラリア好利回り３資産バランス＜為替ヘッジあり＞（年２回決算型）

― 5 ―

02_コメント-費用-TER_10pt_933142.indd   502_コメント-費用-TER_10pt_933142.indd   5 2022/10/26   19:18:062022/10/26   19:18:06



8 

オーストラリア好利回り３資産バランス＜為替ヘッジあり＞（年２回決算型）

 
当該投資信託のベンチマークとの差異について 

 
当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 
従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。 
 
 
分配金について 

 
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。 
 
分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み） 
 

項 目  第６期 
2022年３月16日～2022年９月15日 

 当期分配金（対基準価額比率）  40（0.418％） 

  当期の収益  40 

  当期の収益以外  － 

 翌期繰越分配対象額  762 

 
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基

準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。 
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オーストラリア好利回り３資産バランス＜為替ヘッジあり＞（年２回決算型）

 今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。） 
 
オーストラリア好利回り３資産バラ
ンス＜為替ヘッジあり＞（年２回決
算型） 
オーストラリアの債券、株式およびリー
トへ実質的な投資を行います。 
債券、株式およびリートへの資産配分比
率は、40：40：20を維持することを基
本としますが、投資環境の悪化などを背
景に、2022年６月15日に基本資産配分
比率の見直しを行い、債券、株式および
リートへの資産配分比率は、40：35：
17.5としています。 
なお、引き続き更なる投資環境の悪化が
予想される場合には、段階的に株式・リ
ートの実質組入比率を引き下げる一方、
豪ドル預金等の組入比率を引き上げ、投
資リスクの抑制をはかる方針です。 
実質組入外貨建資産については、原則と
して為替ヘッジを行い、為替変動リスク
の低減をはかります。 
 
マッコーリー オーストラリア高配
当株式マザーファンド 
引き続き、健全な財務体質を有し、高い
競争優位性や強固なキャッシュフローに
より高い配当利回りが期待される銘柄を
中心に組み入れていく方針です。 
 
マッコーリー オーストラリア・ハ
イインカム債券マザーファンド 
オーストラリアでは、地域やセクターで
経済の回復の程度にばらつきがあるもの

の、ハイ・イールド市場を含めた社債市
場全体で見ると、デフォルト率は低水準
にあり、今後、同水準が続くことが見込
まれます。また、商品価格の見通しの改
善が市場の上昇要因になると考えられま
す。今後は地政学的リスクの高まり等、
想定されるリスク要因をふまえて、米国、
オーストラリアの景気動向や金融政策等、
オーストラリア社債市況を取り巻く環境
を注視しつつ、より慎重な銘柄選択を行
っていく方針です。 
債券種別については、引き続き相対的に
魅力度が高いと考えられるハイブリッド
証券を組み入れる方針です。ファンドの
デュレーションについては、債券先物を
適宜活用しつつ市場環境に応じて機動的
に調整する方針です。 
 
マッコーリー オーストラリアＲＥ
ＩＴマザーファンド 
オーストラリアＲＥＩＴ市場では、高金
利と高インフレ、景気後退リスクの高ま
りなど、新しい経済環境やリスクに直面
しており、質を重視した投資戦略が重要
性を増していると考えています。持続可
能な成長が期待され、財務の健全性が高
いなどの高品質な不動産への投資機会を
探る方針です。 
運用につきましては、不動産価値の向上
が期待される優良な物件を重視した運用
を行い、中長期的な信託財産の成長と配
当収益の確保をめざします。 
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１万口当たりの費用明細 

 
項目 

 当期  
項目の概要 

 金額（円）  比率（％）  

(ａ)信 託 報 酬  82  0.832  (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数） 

 ( 投 信 会 社 )  (47)  (0.477)  ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価 
 ( 販 売 会 社 )  (33)  (0.333)  交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価 
 ( 受 託 会 社 )  (2)  (0.022)  ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価 

(ｂ)売買委託手数料  3  0.031  (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料 

 ( 株 式 )  (2)  (0.021)   
 ( 投資信託証券 )  (1)  (0.008)   
 (先物・オプション)  (0)  (0.001)   

(ｃ)有価証券取引税  0  0.001  (ｃ)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 ( 株 式 )  (0)  (0.000)   
 ( 投資信託証券 )  (0)  (0.000)   

(ｄ)そ の 他 費 用  7  0.074  (ｄ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 ( 保 管 費 用 )  (6)  (0.064)  有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用 
 ( 監 査 費 用 )  (0)  (0.002)  ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用 
 ( そ の 他 )  (1)  (0.009)  信託事務の処理等に要するその他諸費用 

合  計  92  0.938   

期中の平均基準価額は、9,838円です。   
 
（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を

含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。 

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。 

（注）売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費
用は、このファンドが組み入れている親投資信託
が支払った金額のうち、当ファンドに対応するも
のを含みます。 

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。 

2022年３月16日～2022年９月15日

オーストラリア好利回り３資産バランス＜為替ヘッジあり＞（年２回決算型）

― 8 ―

02_コメント-費用-TER_10pt_933142.indd   802_コメント-費用-TER_10pt_933142.indd   8 2022/10/26   19:18:072022/10/26   19:18:07



4 

オーストラリア好利回り３資産バランス＜為替ヘッジあり＞（年２回決算型）

（参考情報） 
■総経費率 
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.80％です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。 
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オーストラリア好利回り３資産バランス＜為替ヘッジあり＞（年２回決算型）

○売買及び取引の状況 (2022年３月16日～2022年９月15日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
マッコーリー オーストラリア・ハイインカム債券マザーファンド 9,559 14,450 5,912 9,180 

マッコーリー オーストラリアＲＥＩＴマザーファンド 4,614 6,870 3,035 4,690 
マッコーリー オーストラリア高配当株式マザーファンド 10,148 15,270 9,837 15,500 

 
 
 

○株式売買比率 (2022年３月16日～2022年９月15日) 

 

項 目 
当 期 

マッコーリー オーストラリア高配当株式マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 3,815,404千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 3,574,563千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.06   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年３月16日～2022年９月15日) 

 

＜オーストラリア好利回り３資産バランス＜為替ヘッジあり＞（年２回決算型）＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替先物取引 571 156 27.3 574 154 26.8 

 
 
 

＜マッコーリー オーストラリア・ハイインカム債券マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 4,389 － － 5,408 487 9.0 

平均保有割合 0.6%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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オーストラリア好利回り３資産バランス＜為替ヘッジあり＞（年２回決算型）

＜マッコーリー オーストラリアＲＥＩＴマザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 142 118 83.1 502 9 1.8 

平均保有割合 0.8%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

＜マッコーリー オーストラリア高配当株式マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 243 85 35.0 1,480 264 17.8 

平均保有割合 0.9%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ銀行、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

○組入資産の明細 (2022年９月15日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マッコーリー オーストラリア・ハイインカム債券マザーファンド 18,743 22,391 35,861 

マッコーリー オーストラリアＲＥＩＴマザーファンド 8,810 10,390 15,320 

マッコーリー オーストラリア高配当株式マザーファンド 18,945 19,256 30,865 
 
 
 

 

  

親投資信託残高 
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オーストラリア好利回り３資産バランス＜為替ヘッジあり＞（年２回決算型）

○投資信託財産の構成 (2022年９月15日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

マッコーリー オーストラリア・ハイインカム債券マザーファンド 35,861 38.2 

マッコーリー オーストラリアＲＥＩＴマザーファンド 15,320 16.3 

マッコーリー オーストラリア高配当株式マザーファンド 30,865 32.8 

コール・ローン等、その他 11,942 12.7 

投資信託財産総額 93,988 100.0 
 

（注） マッコーリー オーストラリア・ハイインカム債券マザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（5,552,692千円）の投資信託

財産総額（5,646,670千円）に対する比率は98.3％です。 

（注） マッコーリー オーストラリアＲＥＩＴマザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（1,846,679千円）の投資信託財産総額

（1,861,331千円）に対する比率は99.2％です。 

（注） マッコーリー オーストラリア高配当株式マザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（3,308,916千円）の投資信託財産総額

（3,336,164千円）に対する比率は99.2％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは

以下の通りです。 

１アメリカドル＝143.34円 １オーストラリアドル＝96.65円   
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オーストラリア好利回り３資産バランス＜為替ヘッジあり＞（年２回決算型）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年９月15日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 173,186,652   

 コール・ローン等 10,851,673   

 マッコーリー オーストラリア・ハイインカム債券マザーファンド(評価額) 35,861,867   

 マッコーリー オーストラリアＲＥＩＴマザーファンド(評価額) 15,320,136   

 マッコーリー オーストラリア高配当株式マザーファンド(評価額) 30,865,761   

 未収入金 80,287,215   

(B) 負債 82,965,737   

 未払金 81,886,022   

 未払収益分配金 378,403   

 未払信託報酬 699,698   

 未払利息 11   

 その他未払費用 1,603   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 90,220,915   

 元本 94,600,980   

 次期繰越損益金 △  4,380,065   

(D) 受益権総口数 94,600,980口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,537円 
 
＜注記事項＞ 
①期首元本額 69,260,884円 
期中追加設定元本額 27,215,397円 
期中一部解約元本額 1,875,301円 
また、１口当たり純資産額は、期末0.9537円です。 

 

○損益の状況 (2022年３月16日～2022年９月15日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       526   

 受取利息 3   

 支払利息 △       529   

(B) 有価証券売買損益 △ 4,292,659   

 売買益 11,093,541   

 売買損 △15,386,200   

(C) 信託報酬等 △   701,301   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 4,994,486   

(E) 前期繰越損益金 1,420,333   

(F) 追加信託差損益金 △   427,509   

 (配当等相当額) (   3,214,529)  

 (売買損益相当額) (△ 3,642,038)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △ 4,001,662   

(H) 収益分配金 △   378,403   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △ 4,380,065   

 追加信託差損益金 △   427,509   

 (配当等相当額) (   3,269,667)  

 (売買損益相当額) (△ 3,697,176)  

 分配準備積立金 3,940,546   

 繰越損益金 △ 7,893,102   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。
（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 
（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は4,380,065円です。 
③分配金の計算過程 

項 目 
2022年３月16日～ 
2022年９月15日 

費用控除後の配当等収益額 1,000,231円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 3,269,667円 

分配準備積立金額 3,318,718円 

当ファンドの分配対象収益額 7,588,616円 

１万口当たり収益分配対象額 802円 

１万口当たり分配金額 40円 

収益分配金金額 378,403円 

④「マッコーリー オーストラリア・ハイインカム債券マザーファンド」の信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するた
めに要する費用として、信託財産に属する同親投資信託の信託財産の純資産総額に対し年10,000分の44以内の率を乗じて得た額を委託者
報酬の中から支弁しております。 

「マッコーリー オーストラリア高配当株式マザーファンド」の信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために要す
る費用として、信託財産に属する同親投資信託の信託財産の純資産総額に対し年10,000分の44以内の率を乗じて得た額を委託者報酬の中
から支弁しております。 

「マッコーリー オーストラリアＲＥＩＴマザーファンド」の信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために要する
費用として、信託財産に属する同親投資信託の信託財産の純資産総額に対し年10,000分の44以内の率を乗じて得た額を委託者報酬の中か
ら支弁しております。 
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オーストラリア好利回り３資産バランス＜為替ヘッジあり＞（年２回決算型）

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 40円 
 
◆分配金は決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆ 分配金を再投資される方のお手取分配金は、2022年９月15日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

・分配時において、外国税控除の適用となった場合には、分配時の税金が上記と異なる場合があります。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

約款変更 

ＡＭＰキャピタル・インベスターズ・リミテッドのパブリック・マーケッツ部門がマッコーリー・アセット・マネジメント・ホールディン

グス・ピーティーワイ・リミテッドに売却されることに伴い、運用指図権限の委託先の変更およびファンド名称の変更等をするため、信託約

款に所要の変更を行いました。 

（2022年３月26日） 

 

各マザーファンド名称の変更について 

ファンド名称に含まれている「ＡＭＰ」を「マッコーリー」へ変更 
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